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一 般 質 問

○公営企業会計の適用について

Q
高
度
経
済
成
長
期
に
整
備

さ
れ
た
施
設
や
設
備
へ
の

更
新
投
資
の
増
加
、
人
口
減
少
等

に
よ
り
料
金
収
入
の
減
少
な
ど
、

公
営
企
業
の
経
営
環
境
は
厳
し
さ

を
増
す
中
、
国
は
必
要
な
住
民
サ

ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
提
供
し
て
い

く
た
め
に
は
、
中
長
期
的
な
視
点

に
立
っ
た
計
画
的
な
経
営
基
盤
の

強
化
と
、
財
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
と
し
、「
公
営
企
業

会
計
の
適
用
の
推
進
に
つ
い
て
」

を
発
出
し
会
計
制
度
の
移
行
に
つ

い
て
進
め
て
き
た
。
当
町
で
は
ど

の
事
業
が
該
当
し
、
具
体
的
に
何

が
変
わ
る
の
か
、
変
わ
っ
た
の
か

な
ど
、
現
在
ま
で
の
進
捗
を
伺
う
。

A
（
町
長
）
柳
津
町
の
移
行

対
象
事
業
は
、
簡
易
水
道

事
業
、
下
水
道
事
業
、
農
業
集
落

排
水
事
業
、
簡
易
排
水
事
業
、
林

業
集
落
排
水
事
業
と
な
っ
て
い
る
。

企
業
会
計
を
適
用
す
る
と
単
式
簿

記
か
ら
複
式
簿
記
と
な
り
貸
借
対

照
表
な
ど
の
関
係
書
類
作
成
が
必

要
に
な
り
、
予
算
・
決
算
書
の
様

式
が
変
わ
る
。
そ
の
他
会
計
期
間

や
資
産
管
理
等
の
内
部
事
務
処
理

に
変
更
が
生
じ
る
が
、
町
民
の
方

に
は
変
更
等
は
な
い
。
今
年
度
は

資
産
関
係
台
帳
の
整
備
、
令
和
５

年
度
は
財
務
シ
ス
テ
ム
変
更
等
を

行
い
、
令
和
６
年
度
よ
り
公
営
企

業
会
計
を
ス
タ
ー
ト
す
る
。

Q
役
場
内
部
の
事
務
に
お
い

て
変
更
点
が
多
く
な
る
と

い
う
こ
と
で
、
制
度
移
行
、
運
用

に
際
し
て
会
計
分
野
の
専
門
性
が

求
め
ら
れ
、
業
務
量
増
加
や
イ
レ

ギ
ュ
ラ
ー
が
発
生
す
る
と
思
わ
れ

る
。
既
存
の
組
織
で
対
応
で
き
る

か
伺
う
。

A
（
建
設
課
長
）
現
行
で
も

職
員
の
事
務
量
は
非
常
に

多
い
と
感
じ
て
い
る
。
企
業
会
計

適
用
の
た
め
職
員
補
充
は
必
要
と

考
え
て
い
る
。

Q
会
計
制
度
の
移
行
に
伴
い

当
町
の
施
設
や
資
産
が
可

視
化
さ
れ
る
と
同
時
に
町
民
負
担

の
増
減
の
可
視
化
も
さ
れ
る
と
考

え
る
。
町
民
に
は
変
更
点
が
な
い

と
の
答
弁
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に

は
急
速
な
人
口
減
少
と
い
う
自
治

体
の
課
題
等
を
鑑
み
て
も
水
道
料

金
や
税
金
の
上
昇
に
対
す
る
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
大
切
だ
と
思
う

が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
建
設
課
長
）
中
長
期
的

な
視
点
に
基
づ
い
た
経
営

基
盤
の
策
定
な
ど
を
通
じ
て
経
営

管
理
に
努
め
て
い
く
中
で
は
使
用

料
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
大
切

で
あ
り
必
要
で
あ
る
。

Q
も
し
直
上
型
の
水
道
料
金

上
昇
が
起
き
れ
ば
地
域
住

民
は
対
応
で
き
な
い
と
思
う
。
町

が
町
民
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
姿

勢
で
何
を
行
う
の
か
伺
う
。

A
（
建
設
課
長
）
施
設
の
管

理
・
維
持
に
は
限
界
が
あ

り
、
改
修
・
更
新
の
た
め
に
受
益

者
か
ら
の
使
用
料
金
は
大
切
で
あ

る
。
今
後
も
、
適
正
な
施
設
管
理

を
行
っ
て
い
く
た
め
に
、
使
用
料

金
の
計
画
的
な
見
直
し
が
必
要
と

な
る
。
町
民
の
皆
様
に
は
理
解
を

い
た
だ
い
て
寄
り
添
う
姿
勢
で
対

応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Q
公
営
企
業
会
計
の
適
用
は

そ
の
他
の
特
別
会
計
に
も

言
及
し
て
い
る
。
水
道
以
外
の
特

別
会
計
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
構

想
等
が
あ
る
か
伺
う
。

A
（
総
務
課
長
）
簡
易
水
道

及
び
下
水
道
事
業
以
外
の

事
業
で
対
象
に
な
る
会
計
は
土
地

取
得
事
業
特
別
会
計
、
町
営
ス
キ

ー
場
特
別
会
計
の
２
つ
に
な
る
。

国
で
は
特
に
資
産
規
模
が
大
き
く
、

多
額
の
更
新
投
資
を
要
す
る
公
営

企
業
会
計
に
つ
い
て
は
積
極
的
に

移
行
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
土
地
取
得
事
業
特
別
会
計
で

は
、
現
在
、
分
譲
候
補
地
を
探
し

て
い
る
状
況
で
あ
り
、
ス
キ
ー
場

特
別
会
計
に
お
い
て
は
、
ス
キ
ー

場
が
休
止
状
態
で
あ
る
た
め
、
公

営
企
業
会
計
へ
の
移
行
に
つ
い
て

は
、現
段
階
で
は
考
え
て
い
な
い
。

Q
水
道
事
業
は
、
人
員
増
を

含
め
た
体
制
強
化
と
職
員

の
負
担
軽
減
が
必
要
と
考
え
る
が

い
か
が
か
。

A
（
町
長
）
必
要
が
あ
る
と

判
断
さ
れ
れ
ば
、
職
員
の

応
援
、
専
門
的
な
人
材
な
ど
、
補

強
、
補
完
の
対
応
を
し
て
い
く
。

Q
水
道
や
道
路
等
の
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
・
維
持
管
理
は
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
と
大
い
に
関

連
性
が
あ
る
。
そ
の
点
を
ふ
ま
え

て
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
に
つ

い
て
伺
う
。

A
（
町
長
）
人
口
が
減
少
し
、

少
人
数
の
集
落
が
点
在
す

る
よ
う
に
な
れ
ば
、
様
々
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
立
ち
ゆ
か
な

く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
町
民
で
あ
れ
ば
平
等
公
平

で
あ
る
べ
き
と
考
え
る
。
な
る
べ

く
町
民
に
負
担
を
与
え
な
い
よ
う

十
分
配
慮
し
な
が
ら
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
た
い
。

６番　松村　亮議員
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一 般 質 問

○森林公園のあり方について

Q
森
林
公
園
の
施
設
管
理
や

運
営
状
況
の
不
十
分
さ
が

感
じ
ら
れ
る
が
、
現
状
と
今
後
に

つ
い
て
町
の
考
え
を
伺
う
。

A
（
町
長
）
森
林
公
園
は
昭

和
55
年
に
完
成
し
、
当
初

は
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
コ
ー
ス
や
キ
ャ

ン
プ
場
が
整
備
さ
れ
、
施
設
の
管

理
に
つ
い
て
は
、
や
な
い
づ
振
興

公
社
へ
管
理
委
託
し
て
お
り
、
現

在
は
指
定
管
理
制
度
に
よ
り
委
託

し
て
い
る
。
学
校
行
事
や
芋
煮
会

な
ど
多
く
の
利
用
が
あ
っ
た
。
整

備
後
20
年
が
経
過
し
た
頃
か
ら
老

朽
化
が
進
み
、
管
理
等
の
整
備
や

設
備
の
一
部
更
新
、
撤
去
を
し
て

い
る
。
施
設
の
老
朽
化
や
熊
の
出

没
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
利
用
客
の
減
少

が
続
き
、
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て

い
る
。
今
後
、
森
林
公
園
全
体
の

管
理
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
り
、

管
理
面
積
の
縮
小
も
視
野
に
入
れ
、

土
地
所
有
者
と
も
協
議
を
進
め
て

い
き
た
い
。

Q
公
園
の
設
置
目
的
に
つ
い

て
伺
う
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
設
立

当
初
の
目
的
と
し
て
条
例

に
も
あ
る
が
、
町
民
の
自
然
愛
護

思
想
の
高
揚
と
健
康
の
増
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ

て
い
る
。

Q
公
園
の
総
面
積
を
伺
う
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
公
園

の
総
面
積
は
28
．
２
ヘ
ク

タ
ー
ル
だ
が
、
そ
の
内
、
県
の
多

目
的
保
安
林
が
14
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

町
有
地
が
４
．
41
ヘ
ク
タ
ー
ル
と

な
っ
て
い
る
。

Q
総
面
積
28
．
２
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
内
、
実
質
使
用
し
て

い
る
面
積
を
伺
う
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
現
在

使
用
し
て
い
る
部
分
は
、

約
９
．
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。

Q
未
使
用
面
積
に
つ
い
て
の

管
理
状
況
を
伺
う
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
約
19

ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ
ど
未
使
用

に
近
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
ま

っ
た
く
の
手
つ
か
ず
で
は
な
く
、

多
目
的
保
安
林
に
つ
い
て
は
、
松

く
い
虫
等
が
出
た
部
分
の
伐
採
は

行
っ
て
い
る
。

Q
森
林
公
園
の
委
託
管
理
を

し
て
い
る
委
託
者
の
管
理

体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
や
な

い
づ
振
興
公
社
が
指
定
管

理
者
と
し
て
行
っ
て
い
る
が
、
１

名
で
管
理
し
て
い
る
。
草
刈
り
、

施
設
の
管
理
等
を
任
せ
て
い
る
。

Q
今
後
も
整
備
管
理
を
し
っ

か
り
し
、
継
続
し
た
い
の

で
あ
れ
ば
、
メ
ニ
ュ
ー
や
利
用
料

金
に
つ
い
て
の
見
直
し
が
必
要
で

あ
る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
森
林

公
園
の
利
用
メ
ニ
ュ
ー
の

料
金
が
条
例
で
定
ま
っ
て
い
る
。

時
代
に
合
わ
な
い
も
の
も
あ
る
。

ピ
ザ
焼
き
窯
は
持
ち
運
び
で
き
る

も
の
が
１
台
あ
り
、
自
転
車
は
古

く
更
新
が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
、

ど
ち
ら
も
利
用
者
が
い
な
い
。
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
ア
ウ
ト
ド
ア
が
見

直
さ
れ
て
い
る
た
め
、
新
た
な
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
視
野
に
入
れ
、

メ
ニ
ュ
ー
の
見
直
し
の
必
要
性
を

感
じ
て
い
る
。

Q
安
全
性
の
確
保
を
図
る
た

め
、
熊
、
イ
ノ
シ
シ
が
入

れ
な
い
よ
う
な
防
護
柵
を
作
っ
て

み
て
は
ど
う
か
。
令
和
４
年
度
で

簡
易
的
な
も
の
を
含
め
て
、
安
全

の
確
保
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る

７番　伊藤昭一議員

の
か
伺
う
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
今
年

度
は
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
が

な
い
と
い
う
こ
と
で
様
子
を
見
て

い
る
。
電
気
柵
に
つ
い
て
は
管
理

が
難
し
い
面
も
あ
る
た
め
、
ワ
イ

ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
等
の
整
備
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
る
。

Q
森
林
公
園
の
１
年
後
の
イ

メ
ー
ジ
に
つ
い
て
町
の
考

え
を
伺
う
。

A
（
町
長
）
森
林
公
園
を
造

っ
た
時
は
か
な
り
の
利
用

者
も
需
要
も
あ
っ
た
が
、
現
在
は
、

残
念
な
が
ら
激
減
し
て
い
る
。
施

設
が
老
朽
化
し
、
そ
の
利
活
用
や

運
営
の
方
法
、
ま
た
管
理
委
託
先

の
振
興
公
社
組
織
の
見
直
し
の
時

期
に
来
て
い
る
。
総
合
的
に
判
断

し
て
、
存
続
、
変
更
、
縮
小
、
廃

止
、
全
て
の
選
択
肢
を
排
除
せ
ず

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。
地
権
者

と
の
協
議
は
し
っ
か
り
と
進
め
て

い
く
。
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一 般 質 問

○自然災害想定による避難等の
町の取組み、考え方について

Q
最
近
の
異
常
気
象
や
突
発

的
な
地
震
の
影
響
に
よ
り
、

自
然
災
害
等
が
多
く
発
生
し
て
い

る
。
町
で
の
日
中
の
避
難
訓
練
等

の
実
施
に
つ
い
て
は
確
認
で
き
て

い
る
が
夜
間
等
の
避
難
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。
当
町
は
、
過
去
に
実
施
し
た

経
過
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、
今
後

の
訓
練
の
必
要
性
を
認
識
し
て
い

る
の
か
伺
う
。

A
（
町
長
） 

自
然
災
害
想
定

に
よ
る
避
難
等
の
町
の
取

組
み
、
考
え
方
は
、
例
年
９
月
に

実
施
し
て
い
る
町
防
災
訓
練
で
、

地
域
住
民
の
参
加
の
も
と
避
難
訓

練
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
自
主
防

災
訓
練
を
行
っ
て
い
る
行
政
区
も

あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
訓
練

は
日
中
で
、
夜
間
の
避
難
を
含
め

た
訓
練
は
実
施
し
て
い
な
い
。
一

方
で
災
害
は
時
間
を
選
ば
ず
、
特

に
地
震
は
い
つ
発
生
す
る
か
分
か

ら
な
い
。
視
覚
的
に
見
え
方
の
違

う
夜
間
の
避
難
訓
練
は
重
要
で
あ

る
が
、
当
町
は
高
齢
化
率
が
非
常

に
高
い
た
め
、
参
加
型
の
実
動
訓

練
の
実
施
は
難
し
い
と
考
え
て
い

る
。
夜
間
を
含
め
た
避
難
行
動
の

重
要
性
は
、
広
報
紙
等
を
活
用
し

定
期
的
に
呼
び
か
け
、
万
が
一
の

有
事
に
は
町
民
自
ら
が
速
や
か
で
、

よ
り
安
全
な
方
法
に
よ
り
避
難
を

行
え
る
よ
う
町
民
へ
の
意
識
付
け

に
取
り
組
む
。

Q
日
中
の
避
難
訓
練
等
を
夕

方
頃
に
実
施
す
る
考
え
は

あ
る
の
か
。
例
え
ば
１
地
区
で
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
を
作
り
、
少
し
ず
つ

他
の
地
区
に
広
げ
て
ゆ
く
な
ど
、

独
自
性
を
持
っ
て
取
り
組
む
考
え

は
あ
る
か
伺
う
。

A
（
総
務
課
長
）
日
中
訓
練

を
夕
方
に
す
る
、
あ
る
行

政
区
の
み
対
象
と
し
少
し
ず
つ
広

げ
て
い
く
訓
練
も
可
能
か
な
と
考

え
て
い
る
。

Q
住
民
は
自
ら
命
を
守
り
、

地
域
を
自
分
た
ち
で
守
る

共
助
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
家

庭
や
地
域
の
安
全
対
策
を
整
え
、

災
害
に
遭
遇
し
た
と
き
の
身
の
安

全
な
守
り
方
を
知
っ
て
お
く
べ
き

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
自
主
防

災
組
織
、
防
災
訓
練
マ
ニ
ュ
ア
ル

が
必
要
だ
と
思
う
が
当
町
で
は
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
的
な
も
の
が
作
成
さ

れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

A
（
総
務
課
長
）
現
在
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
は
作

成
し
て
い
な
い
。
防
災
マ
ッ
プ
、

防
災
バ
ッ
グ
、
水
害
や
土
砂
災
害

時
の
た
め
の
避
難
ノ
ー
ト
を
配
布

し
て
い
る
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
な
ど
の
携
帯
電
話
の
普
及
に

よ
り
、
防
災
行
政
情
報
ア
プ
リ
で

万
が
一
の
災
害
や
避
難
に
備
え
て

い
る
が
、
具
体
的
な
方
法
を
記
載

し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
大
変
有
効
で

あ
る
と
考
え
る
。

Q
町
の
防
災
マ
ッ
プ
の
中
に

各
地
区
避
難
所
の
表
示
が

あ
る
。
避
難
所
の
中
に
は
、
検
討

さ
れ
変
更
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

る
と
思
う
が
、
改
訂
版
は
い
つ
、

ど
こ
で
配
布
す
る
の
か
伺
う
。

A
（
総
務
課
長
）
現
在
、
町

に
は
60
の
避
難
所
が
あ
る

が
、
こ
の
う
ち
10
ヶ
所
に
つ
い
て

は
土
砂
災
害
を
除
く
と
さ
れ
て
お

り
、
昨
年
度
は
会
津
ダ
ス
ト
セ
ン

タ
ー
の
協
力
を
得
て
石
坂
、
長
窪

地
区
の
避
難
所
と
し
て
管
理
棟
の

一
部
を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
こ

と
に
な
っ
た
。
他
の
避
難
所
も
検

討
し
て
い
る
が
、
河
川
の
近
く
な

ど
難
し
い
地
区
も
あ
る
。
防
災
計

画
の
改
定
を
予
定
し
て
い
る
が
、

併
せ
て
更
新
・
周
知
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

Q
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が

拡
大
し
て
い
る
状
況
で
、

災
害
が
起
き
避
難
勧
告
と
な
っ
た

場
合
、
感
染
者
の
対
応
を
ど
の
よ

う
に
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

A
（
総
務
課
長
） 

令
和
２
年

９
月
に
実
施
し
た
防
災
訓

練
で
コ
ロ
ナ
を
想
定
し
た
避
難
訓

練
を
実
施
し
た
。
一
般
町
民
の
参

加
は
な
か
っ
た
が
、
職
員
を
町
民

に
見
立
て
、
発
熱
外
来
の
設
置
、

避
難
時
の
行
動
確
認
、
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
の
避
難
用
テ
ン
ト
設

置
等
を
実
施
し
た
。

Q
現
在
の
小
中
学
校
で
の
避

難
訓
練
等
の
状
況
を
伺
う
。

A
（
教
育
課
長
）
各
学
校
で

は
立
地
条
件
や
周
辺
環
境

を
踏
ま
え
て
、
年
３
回
か
ら
４
回
、

災
害
を
想
定
し
て
避
難
訓
練
や
防

災
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。

10番　田﨑信二議員
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一 般 質 問

○ウクライナ侵攻による
子どもたちへの影響について

○農家の現状について

Q
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
が
始
ま
っ
て
３
ヶ
月
が

経
っ
た
。
子
供
た
ち
に
は
、
ど
の

よ
う
な
影
響
が
あ
っ
た
の
か
伺
う
。

A
（
教
育
長
）
現
在
ま
で
、

子
ど
も
達
の
心
へ
の
影
響

は
、
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か

し
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
で
悲
惨
な
被
害
状
況
を
伝
え

る
映
像
等
が
映
し
出
さ
れ
て
い
る

た
め
、
こ
う
し
た
報
道
に
ス
ト
レ

ス
を
感
じ
、
心
の
健
康
に
影
響
を

及
ぼ
す
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
各
学
校
へ
は
、

子
ど
も
達
の
変
化
に
注
意
す
る
よ

う
指
導
し
て
い
る
。

Q
子
ど
も
達
に
作
文
等
を
書

か
せ
て
、
現
在
の
心
の
状

況
を
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
伺
う
。

A
（
教
育
課
長
）
現
在
起
き

て
い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

は
、
評
価
も
定
ま
っ
て
い
な
い
の

で
、
子
ど
も
達
が
ど
う
思
っ
て
い

る
か
を
書
か
せ
る
こ
と
は
難
し
い
。

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
配
置

さ
れ
て
い
る
の
で
、
子
ど
も
達
の

心
の
健
康
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

─
─
─
─
─
─
─
─

Q
農
家
の
現
状
は
農
業
就
労

者
の
減
少
な
ど
良
い
と
こ

ろ
が
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

そ
の
最
大
の
原
因
に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
町
長
）
町
の
主
要
作
物

の
米
が
昔
と
比
べ
価
格
が

安
い
こ
と
や
農
業
用
機
械
の
大
型

化
に
よ
る
高
価
格
化
、
さ
ら
に
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
米
価
の
下
落
に
よ
り

収
入
が
減
少
し
、
兼
業
農
家
で
な

け
れ
ば
、
な
か
な
か
生
活
が
成
り

立
た
な
い
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、

就
農
さ
れ
て
い
る
方
々
の
高
齢
化

も
進
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
就
農
者
の
減
少
に
つ
な
が
っ

て
い
る
原
因
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。

Q
海
外
で
問
題
に
な
っ
て
い

る
食
糧
危
機
に
対
応
す
る

た
め
に
は
、
土
地
を
守
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
柳
津
町
独
自
の
考

え
方
は
あ
る
の
か
伺
う
。

A
（
町
長
）
農
業
政
策
は
、

町
単
独
で
進
め
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
米
を
少

し
で
も
高
く
売
れ
る
よ
う
な
方
法

を
考
え
て
い
き
た
い
。
米
が
駄
目

な
ら
他
の
物
を
作
る
な
ど
の
形
で

取
り
組
ん
で
い
く
と
い
う
こ
と
は

可
能
で
あ
る
。

Q
柳
津
の
水
田
に
お
い
て
大

面
積
で
作
ら
れ
て
い
る
の

は
、
郷
戸
や
藤
、
八
坂
野
地
区
が

主
だ
と
思
う
。
町
に
水
田
が
な
く

な
れ
ば
農
政
が
な
く
な
っ
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
。
高
齢
化
も
進

ん
で
い
る
。
そ
の
地
域
に
応
じ
た

農
政
と
い
う
も
の
を
確
立
す
る
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
郷
戸

地
区
、
八
坂
野
地
区
、
藤

地
区
で
は
基
盤
整
備
を
行
っ
て
い

る
。
現
在
、
国
か
ら
人
・
農
地
プ

ラ
ン
の
実
質
化
に
向
け
た
指
導
が

な
さ
れ
て
い
る
。
作
成
し
な
け
れ

ば
、
国
の
補
助
等
も
使
え
な
く
な

り
、
農
地
を
中
間
管
理
機
構
に
預

け
て
も
支
援
が
受
け
ら
れ
な
く
な

る
。
プ
ラ
ン
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

地
区
内
で
５
年
後
、
10
年
後
、
誰

が
農
政
を
担
う
の
か
に
つ
い
て
決

め
る
必
要
が
あ
る
。

Q
柳
津
町
の
特
徴
を
生
か
し

た
政
策
を
実
現
す
る
た
め

に
、
町
の
農
産
物
を
地
方
へ
広
げ
、

Ｐ
Ｒ
等
を
進
め
て
い
く
考
え
は
あ

る
か
伺
う
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
今
年

度
は
民
間
の
方
と
沖
縄
へ

新
米
の
Ｐ
Ｒ
に
行
く
予
定
で
あ
る
。

ま
ず
は
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
。

８番　荒明正一議員
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一 般 質 問

Q
今
年
４
月
に
農
林
水
産
省

か
ら
「
農
業
生
産
基
盤
等

を
通
じ
た
農
作
業
事
故
の
な
い
安

全
な
農
村
の
実
現
に
向
け
て
全
国

の
取
組
事
例
」
が
公
表
さ
れ
た
。

全
国
で
毎
年
、
３
０
０
人
前
後
の

農
業
者
が
農
作
業
中
の
事
故
で
亡

く
な
っ
て
お
り
、
建
設
業
の
約
2

倍
と
な
っ
て
い
る
。

当
町
の
圃
場
は
急
傾
斜
地
が
多

く
、
高
齢
者
就
業
が
大
半
で
、
事

故
の
危
険
性
は
非
常
に
大
き
い
と

思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
次
の
こ
と

に
つ
い
て
伺
う
。

①　

�

農
作
業
死
亡
事
故
の
状
況
を

把
握
し
て
い
る
か
。

②　

�

事
故
原
因
が
分
か
れ
ば
事
故

防
止
対
策
に
進
む
と
思
う
が
、

ソ
フ
ト
面
・
ハ
ー
ド
面
の
先

進
対
策
事
例
は
把
握
し
て
い

る
か
。

③　

�

②
の
対
策
に
は
、
農
道
、
の

り
面
、
水
路
の
改
修
等
の
経

費
が
必
要
に
な
る
と
思
う
が
、

補
助
金
等
の
有
無
に
つ
い
て

把
握
し
て
い
る
か
。

④　

�

農
業
者
の
命
と
安
全
を
守
る

た
め
積
極
的
に
関
わ
る
べ
き

だ
と
思
う
が
見
解
は
い
か
が

か
。

A
（
町
長
）
①
過
去
全
て
の

状
況
の
把
握
は
し
て
い
な

い
が
、
近
年
の
事
故
に
つ
い
て
は

把
握
し
て
い
る
。
正
確
な
件
数
の

把
握
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
死
亡

事
故
に
至
ら
な
か
っ
た
が
怪
我
を

し
た
事
故
な
ど
の
発
生
に
つ
い
て

は
聞
い
て
い
る
。

②
本
年
４
月
に
農
林
水
産
省
よ

り
公
表
さ
れ
た
全
国
の
取
組
事
例

に
つ
い
て
把
握
し
て
い
る
。
ハ
ー

ド
面
事
例
の
多
く
は
、
基
盤
整
備

等
と
併
せ
実
施
可
能
な
整
備
と
な

っ
て
い
る
が
、
一
部
の
事
例
は
当

町
で
も
実
施
で
き
る
可
能
性
は
あ

る
。
既
に
取
組
を
行
っ
て
い
る
事

業
も
あ
る
。
ソ
フ
ト
面
は
、
国
や

県
、
Ｊ
Ａ
共
済
が
事
故
予
防
の
チ

ラ
シ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載
、

広
報
等
で
周
知
し
て
い
る
。

③
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制

度
や
農
地
水
事
業
の
対
象
地
で
あ

れ
ば
農
道
舗
装
や
水
路
の
入
れ
換

え
及
び
蓋
が
け
な
ど
の
整
備
が
可

能
で
あ
り
、
対
象
地
外
の
場
合
は

町
単
独
の
農
用
地
整
備
事
業
に
よ

る
補
助
制
度
が
あ
る
。

　

④
農
繁
期
の
事
故
を
予
防
す
る

た
め
、
町
広
報
紙
等
に
よ
る
周

知
・
啓
発
を
図
る
。
ま
た
、
進
入

路
拡
張
な
ど
の
安
全
対
策
は
、
個

人
の
農
地
は
個
人
が
管
理
す
る
こ

と
が
基
本
で
あ
る
が
、
地
区
事
業

と
し
て
地
域
全
体
を
整
備
す
る
場

合
は
、
町
へ
相
談
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

Q
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

制
度
の
令
和
４
年
版
が
今

年
の
４
月
に
発
効
さ
れ
た
。
こ
の

制
度
に
加
入
す
る
と
耕
作
が
で
き

な
い
、
あ
る
い
は
、
草
刈
り
が
で

き
な
い
場
合
は
、
協
定
地
域
連
帯

責
任
で
交
付
金
の
返
還
対
象
に
な

る
。
そ
の
た
め
高
齢
の
方
等
が
無

理
を
し
て
作
業
を
す
る
お
そ
れ
が

あ
り
、
事
故
の
原
因
に
な
る
と
思

わ
れ
る
。
今
回
の
改
正
で
負
担
軽

減
等
が
行
わ
れ
る
と
い
う
情
報
が

あ
っ
た
が
こ
れ
に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
中
山

間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

は
現
在
５
期
目
で
あ
る
。
３
期
目

ま
で
は
１
ヶ
所
で
も
管
理
が
で
き

な
い
場
合
は
全
体
面
積
で
の
返
還

を
求
め
ら
れ
て
い
た
。
４
期
目
か

ら
は
、
管
理
が
で
き
な
く
な
っ
た

面
積
分
を
返
還
す
る
と
い
う
こ
と

で
少
し
緩
和
さ
れ
た
。
し
か
し
、

改
善
点
・
問
題
点
は
多
く
、
東
北

農
政
局
で
は
毎
年
各
市
町
村
に
国

の
補
助
制
度
の
説
明
に
回
っ
て
い

る
。
そ
の
際
に
改
善
等
に
つ
い
て

要
望
は
続
け
て
い
る
。

Q
圃
場
条
件
が
悪
く
小
作
が

頼
め
ず
部
分
的
な
作
業
委

託
を
す
る
農
家
が
増
え
て
い
る
。

委
託
先
の
機
械
は
大
型
で
あ
る
が
、

農
道
が
狭
く
、
進
入
路
も
狭
い
、

さ
ら
に
路
肩
も
傾
い
て
い
る
た
め

大
変
危
険
で
あ
る
。
農
業
土
木
に

よ
る
整
備
が
必
要
と
思
う
が
、
農

林
水
産
省
の
安
全
対
策
事
例
の
中

で
町
が
で
き
る
も
の
が
あ
る
か
伺

う
。A

（
地
域
振
興
課
長
）
農
地

の
草
刈
り
作
業
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
の
、
の
り
面
へ
の

中
間
ス
テ
ッ
プ
を
付
け
る
機
械
の

導
入
は
で
き
る
と
思
う
。
ま
た
、

進
入
路
が
狭
い
と
こ
ろ
の
改
善
に

つ
い
て
は
、
個
人
へ
の
補
助
制
度

は
な
い
が
、
地
区
単
位
で
中
山
間

地
域
等
直
接
支
払
事
業
等
を
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

２番　新井田順一議員

○農作業事故防止について

令和４年令和４年
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令和４年令和４年

７月12日（火）午前10時より、令和４年中学生議会が開催されました。新型コロナウイルス感
染症のため３年ぶりの中学生議会でした。
当日は会津柳津学園中学校３年生の代表10名が議長・議員席に座り、町執行部の出席のもと開
会しました。７名の議員が町政に対する疑問やより魅力ある町にするための提案を一般質問として
行いました。緊張しながらも、しっかりと意見等を発表することができました。

議長を務めた鈴木綾佳さん

№ 件　　　　名 質問者

1 歴史・文化について （P14）
あまの　れな

天野　玲菜

2 空き家について （P14）
いがらし　こうせい

五十嵐　康誠

3 ＳＤＧｓについて （P14）
いちのせ　なな

一ノ瀬　なな

4 生活環境について （P15）
かねこ　しょうた

兼子　翔太

5 町の観光について （P15）
さとう　まどか

佐藤　真華

6 動物愛護について （P15）
つるみ　しおり

鶴見　栞

7 交通について （P16）
はせがわ　ほのか

長谷川　歩楓

『
一
般
質
問
　
一
覧
』

私は今日

発表してみて、学校とは

違う空気の重さや

視線などがあり

とても緊張しました。

実際に議会を体験して

みて、こういうやり方

で進めるのか、という

ことが分かりました。

今まで議会のことは

あまり知りませんでしたが、

今日体験してみて、議会のことを

もっと知りたいと思いました。

これから議会を見たり

調べたりしていきたいです。

この議会で、自分たちの考えや意見に

ついて、町長さんや町の執行部の方々

が真剣に答えてくださり、町のことに

ついてたくさん考えることができたので

とても良い経験だったと思います。

議員として参加して、

質問を考えて発表して自分な

りに達成感があります。これ

までにない経験ができて１段

階成長できたと思います。

今ある町の問題点と

それの解決する方法

が分かりました。

柳津町をさらに良くしていくためにも

私達、中学生にできることを

探していきたいと思います。

只今から、
柳津町中学生議会を
開会します。

中学生議会の
感想

議会ならではの

緊張感があり、普段では

経験できないので

不思議な感覚でした。
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３番
一ノ瀬なな 議員

　柳津町は、現在、人口流出による過疎化の進行で空き家は増加傾向にあると言われて
います。また、給食センターが移転し三島町にも給食を提供するようになってから数年
が経ちますが、旧給食センターも空き家です。このように町の中にある空き家について、
今後どのように活用していくのか、町としての見解をお聞かせください。

　　　現在、町が把握している空き家の数は約150軒あるが、どのような空き家か、ど
んな問題があるか調査を行ったところ、状態が良くない空き家が全体の60％以上

を占めていた。町では昨年から積極的に「空き家バンク」を活用しマッチング支援サー
A

Q 空き家について

　柳津町では、2021年にSDGs日本モデル宣言に賛同したと聞きます。その中には、３
つの宣言内容があります。官民連携パートナーシップ、民間ビジネスの力、次世代・ジ
ェンダー平等の３つとなっていますが、これらについて柳津町ではどのような取り組み
をしているのか、また中学生としてどのようなことをしていけばいいとお考えなのか、
見解をお聞かせください。

　　　町は昨年12月に「ＳＤＧｓ日本モデル」宣言に賛同しました。官民連携パートナ
ーシップの取り組みは、現在、郵便局の業務中に町内、町民の方の変化に気づい

た場合、町に連絡が入るという情報提供の取り組みを行っている。民間の力を活かす取り組みとしては、移動
可能な蓄電池として電気自動車を活用できないか、といったエネルギー関係の取り組みについて今後検討し、
メーカーと協議していきたい。次世代・ジェンダー平等の取り組みは「柳津町男女共同参画計画」を策定し町
が中心になって意識啓発等を行っている。中学生でもできる取り組みは、ごみ削減のためマイボトルを使った
り、地元で生産された食材を積極的に消費しフードロスを減らすことなどがある。

A

Q ＳＤＧｓについて

　私は、柳津町の歴史や文化にあまり詳しくありません。若い世代は特にわからないと
思います。今年、中学校では総合の学習で伝統文化学習を予定しています。柳津町独自
の、今後私たちが未来に継承していくべき伝統文化、伝統芸能について、具体的にどの
ようなものがあるか、お聞かせください。
　　
　　　柳津町の伝統文化は圓藏寺を中心とした門前町の中で育まれ、毎年１月７日の七

日堂裸詣りは有名である。芸能の分野では柳津の大神楽や野老沢相撲甚句などが
ある。風習の分野では冑中地区のニンギョウマンギョウがあり、男女のわら人形を燃や
し悪いものを追い払う風習は全国的にも珍しく大変貴重である。数え年12歳の子どもたちが紙に「十二月十二
日」と書いたお札を持って、火の用心を願い近所や親戚の家などへ配り歩く風習も受け継がれている。行事の
分野では、子孫繁栄のため正月に食べる豆数の子、田んぼの神に豊作を祈り田植え作業をねぎらう早苗饗（さ
なぶり）、集落の女性がお堂に集まって祈り飲食を共にする観音講などがある。手工芸の分野では、柳津微細
彫刻やマタタビ細工、和紙づくりなどがある。

A

Q 歴史・文化について

ビスを行い、町に眠る空き家の活用につなげる取り組みを行っている。また、空き家の解体に補助金を交付し、
「活用する・なくす・考えてもらう」という三つの柱で進めていく。また、旧給食センターをはじめ町が持っ
ている施設には、今後解体を検討しなければならない建物等がいくつかあるが、「柳津町公共施設等総合管理
計画」に基づき、計画的に取り組んでいく。

２番
五十嵐康誠 議員

１番
天野　玲菜 議員
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　柳津温泉スキー場は休止し、今では何もない跡地になっています。遠くから見ると寂
しい風景だと感じています。こうしたことから、スキー場跡地に木や花などを植えたり、
展望台やアスレチックなどの施設を設置すると、跡地の有効利用になると思います。同
時にここを観光地として紹介することで、他地域からの交流人口増加や子どもたちの居
場所づくりにつながるのではないかと考えます。以上のことについて見解をお聞かせく
ださい。　

　　　スキー場跡地の利活用については協議をしているが、具体的な計画が策定されて
いない。スキー場周辺は、昨年10月に越後三山只見国定公園に指定され、その眺A

Q 町の観光について

　６月１日から動物愛護管理法の一部が改正されるとニュースで知りました。動物愛護
管理法は、動物は命あるものであることを認識したうえで動物虐待を防ぎ、動物をかわ
いがりながら人と共生する社会を作っていくことを目的として作られたものです。地域
の一部でかなり多くの野良猫が存在しています。首輪もせず、 飼い主もわからないのが
現状です。また学校内に入って困るときもあります。さらに、事故にあって道路などで
ひかれている姿を見ると、心が痛みます。殺処分という方法もあるのかもしれませんが、
それではあまりにかわいそうです。そのため、町で、「猫カフェ」など経営し、里親探
しや、猫と触れ合う機会を作れればいいかと考えます。野良猫や野良犬について調査や
対策などについて、町の現状をお聞かせください。

　　　野良猫や野良犬の調査対策は地区等から情報提供や相談があった場合に確認し、会津保健所内の動物愛
護センターへ連絡し対応している。動物愛護センターは迷子等になっている犬・猫に関する相談、苦情

受付、放置犬の捕獲、負傷した犬・猫の保護、引き取り、譲渡などを行っている。販売業者から購入した犬及
び猫に対しマイクロチップを装着し、所有者情報等の登録が義務化され、所有者を把握することが改正前より
は容易にできるようになることが期待される。町ではホームページや広報等を活用して制度内容を周知し、「動
物愛護管理法」の目的「人と動物が共生する社会」をつくっていきたい。福島県の令和３年度に殺処分された
犬と猫の数は、過去20年で最小となったことが報道された。「猫カフェ」については、動物取扱業の登録が必
要であるため、町での実施は難しい。

A

Q 動物愛護について

　柳津町は夜間の街灯の明るさが足りない気がします。夜にはほとんど道が見えなくな
って非常に危ないので、必要個所に街灯の設置を更に推進すべきだと考えます。暗くて
見えないということはなくなるし、観光の方や地域の方も安心されることと思います。
また、映画館やファストフード店など、町民をはじめ、小、中学生でも楽しめる施設が
あると、さらに町が活気づき若者の定住につながり明るくなるのではと考えます。見解
をお聞かせください。

　　　町の街灯は、県町が道路や公園等に設置、管理するものと、防犯灯として各行政
区が設置、管理するものがある。各行政区が管理しているものが多く、電気代や修繕、設置も行政区が

担っている。暗い場所があれば区長が皆さんの意見を聞き、その行政区がお金を出して防犯灯を設置し、町は
申請に基づき費用の一部に補助金を交付している。町民の皆さんとの協働により安心、安全で明るい町づくり
を推進していきたい。
次に小、中学生でも楽しめる施設については、道の駅にラッキー公園がオープンしたが、小、中学生も楽し
める居場所づくりは必要と考えており、現在検討している。また、映画館やファストフード店があれば町外か
ら訪れる人も増えにぎわうと思われる。そういった施設を招くには魅力ある町づくりが必要と考える。今後も
多くの意見をいただきたい。

A

Q 生活環境について

望は町内が一望でき非常に素晴らしい。国道や会津柳津駅、更には圓藏寺や道の駅など多くの人が集まる場所
からも目に入りやすく、立地条件を生かした利活用を考えていきたい。今回頂いたご提案も若者を中心にSNS
の“映える”スポットとして情報発信力もあるため、実現性の高い利活用方法だと思う。今後、老朽化した施設
の撤去を進め、将来的に負担とならない、地域住民や観光客などの多くの方に有益な利活用方法を考えていく。

８番
鶴見　栞 議員

７番
佐藤　真華 議員

６番
兼子　翔太 議員
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中学生議会を動画で見よう！中学生議会を動画で見よう！
中学生議会の様子を町のホームページで閲覧することができます。

以下のアイコンを選択してください。

右のQRコードをご利用ください。

柳津町
ホームページ

柳津町議会
中学生議会
録画映像

スマホやタブレット端末からも
見ることができます！

　会津柳津学園中学校の部活動は、夏は午後６時まで、冬は午後５時30分までとなって
います。西山バス、会津バス、軽井沢線は部活動終了時間近くに出発するバスがありま
す。しかし、麻生、藤線は、午後５時以降のバスがありません。そのため部活動終了後、
家族の迎えを１時間近く待っています。また、高齢者が買い物難民と言われていたり、
通院などの交通手段に困っているという話も聞きます。以上をふまえて町の交通網につ
いての見解をお聞かせください。
　　　
　　　町では町民バスやスクールバスの運行を行っているが、利用者は年々減少傾向と

なっている。住民の生活基盤を支える公共交通の果たす役割は大きいことから、効率性を確保し町民の
ニーズに対応した利便性の高い運行が可能となるよう、関係機関との連携を強化し利用促進を図っている。
本庁地区については三系統のバス路線があり、麻生・藤線のうち小巻、野老沢、麻生方面に係るスクールバ
スの時刻は、最終便の出発時刻が午後４時40分と、他の路線より20分から１時間程度早いダイヤ編成となって
いる。これは、その後の運行に支障の無いよう配慮した結果によるものである。高齢で買い物や病院へ行くこ
とが難しい方に不便が生じないようダイヤ編成に努めており、今後も町民の要望に出来る限り応えるため、関
係者と協議を行い最適な運行に繋げていきたい。

A

Q 交通について

どんな
感じかな？

９番
長谷川歩楓 議員



活 動 報 告

議　員　活　動　報　告

６月３０日

７月８日

令和４年度　町村議会広報研修会

令和４年度　両沼地方町村議会議員交流事業講演会

６月３０日（木）、福島市「とうほう・みんなの文化センター」において、町村議会広報の研修
会が行われました。
町村議会の広報委員会議員や事務局職員が一堂に会し、グラフィックデザイナーの長岡光弘さん
より、読みやすい議会広報の作り方について講義を受けました。

７月８日（金）、「つきみが丘町民センター」において、両沼地方町村議会議長会主催による町村
議会議員交流会が開催されました。
政治評論家の有馬晴海さんの講演会では「これからの政局・政治展望」と題し、国政の現状につ
いて熱く語られました。
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令和４年第３回柳津町定例会
９月７日(水)～９月１４日(水)
《９月７日　午前10時開会》

・新型コロナウイルス感染症拡大予防のため、
傍聴席は通常の３分の１となります。

・アルコール消毒、マスクの着用をお願いし
ます。
・西山支所、ふれあい館ではテレビ傍聴がで
きます。

　インターネットを使用して一般質問の映像
を、町のホームページから視聴することがで
きます。

「議会の傍聴になかなか行けない」という方
は、お手元の端末からご覧ください。

柳津町

ホームページ
柳津町議会 議会録画映像

スマホや
タブレット端末からも、
見ることができます！

次回定例会のお知らせ

臨時議会
（７月６日開催）
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◇決算審査とは
決算その他関係諸表等の計数の正確性を検証
するとともに、予算の執行又は事業の経営
が、適正かつ効率的に行われているかどうか
を確認するため実施するもの

記録された映像を
いつでも閲覧！


